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研究要旨 

これまでに我が国で行われてきた成人喘息、アレルギー性鼻炎の疫学研究のデータベースを作

成することが、本研究の目的である。成人喘息、アレルギー性鼻炎それぞれに関して、PubMed

と医中誌を用いて Mesh やシソーラスを用いて対象文献をスクリーニングし、その後その文献一

つ一つをレビューすることにより、データベース掲載にふさわしい報告を抽出した。さらに、我

が国の診療ガイドラインや疫学の重要文献の引用文献をレビューし、今回の検索で漏れていた論

文や報告をいくつかデータベースに追加した。最終的なデータベースには成人喘息に関しては 14

件、成人アレルギー性鼻炎に関しては 18 件の文献を登録した。 

 

A. 研究目的 

これまでに我が国で行われてきた成人喘息、

アレルギー性鼻炎の疫学研究のデータベースを

作成することが、本研究の目的である。 

 

B. 研究方法 

成人喘息、アレルギー性鼻炎それぞれに関し

て、PubMed と医中誌を用いて Mesh やシソーラ

スを用いて対象文献をスクリーニングし、その後

その文献一つ一つをレビューすることにより、デ

ータベース掲載にふさわしい報告を抽出した。文

献レビュー時はまずは抄録の記載から適格報告を

スクリーニングし、文献取り寄せ後内容を吟味し、

データベース掲載にふさわしいもののみを採用し

た。さらに、我が国の診療ガイドラインや疫学の

重要文献の引用文献をレビューし、今回の検索で

漏れていた論文や報告をいくつかデータベースに

追加した。 

 

（倫理面への配慮） 



該当なし 

 

C. 研究結果 

 

１．成人喘息：英語論文 

PubMed を 用 い て "Asthma/epidemiology" 

[Mesh] AND japanの検索ワードで検索したのち、

Age を Adolescent: 13-18 years と Adult: 19+ 

years、言語を English として絞り込みを行ったと

ころ 180 件の検索結果が得られた（資料集；成人

BA 参照）。それらの文献のレビューによりデー

タベース掲載にふさわしい文献として 4 件を得た。 

 

２．成人喘息：日本語論文、報告 

医中誌を用いて  (喘息/TH) and (SH=疫学)の

検索ワードで検索したのち、抄録あり、会議録も

しくは原著論文、(CK=成人(19～44),中年(45～64),

高齢者(65～))の条件で対象を絞り込みしたところ

69 件の検索結果が得られた（資料集：成人 BA 参

照）。それらの文献・報告のレビューの後、データ

ベース掲載にふさわしい日本語論文、報告を 5 件

を得た。 

 

３．成人喘息データベース作成 

 上記１，２で得られた 9 件に、診療ガイドライ

ン・重要文献の引用文献の検索から得られた 5 件

の日本語文献を追加し、最終的に 14 件をデータベ

ースに掲載した。 

 

４．成人鼻炎：英語論文 

PubMed を 用 い て "Rhinitis/epidemiology" 

[Mesh] AND Japan で検索し、その後、Age を

Adolescent: 13-18 years と Adult: 19+ years、言

語をEnglishとして絞り込みしたところ64件の結

果を得た（資料集：成人 AR 参照）。その後、それ

らの文献のレビューによりデータベース掲載に適

切な文献として６件を得た。 

 

５． 成人鼻炎：日本語論文 

医中誌を用いて (鼻炎/TH) and (SH=疫学)で検索

し、抄録あり、会議録もしくは原著論文、(CK=成

人(19～44),中年(45～64),高齢者(65～))、の条件で

絞り込みを行ったところ 44 件の文献・報告を得た

（資料集：成人 AR 参照）。その後それらの文献の

レビューによりデータベース掲載にふさわしい文

献・報告、7 件を得た。 

 

６．成人鼻炎データベース作成 

上記４，５で得られた 13 件に、診療ガイドライ

ン・重要文献の引用文献の検索から得られた 5 件

の日本語文献を追加し、最終的に 18 件をデータベ

ースに掲載した。 

 

D. 考察 

行政や自治体などが主体で行われた疫学調査

などに関しては、論文報告されていないものが多

く、医中誌などでは検索対象となっていないこと

に留意する必要がある。また、古い疫学調査では

公的研究班の報告書にのみしかその結果が掲載

されていないものも多く、今回の検討ではそれら

のすべての内容を吟味することは困難であった。 

 

E. 結論 

成人喘息とアレルギー性鼻炎の疫学調査結果

のデータベース化を行った。 

 

F. 健康危険情報 
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